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fig I 
カスパー・タJーヴィ yト・7 リードリヒ
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カスパー・タ三ーヴkット・フリードリヒと
ユリウス・シュノノレ・フォン・カロノレスフェノレトの
素描法を隔てるものと結び付けるもの

ウ手エノレナー ・プッシュ

カスパー・ダーグィッ卜 ・フリードリヒのぷ・11 前五術について；＇ f＜ことは，作品』な，；！！！組ではない フリードリヒ

は，官，，びやかな市迎ぴで「1然を従えるこtカqH)lE るような. kt'E のぷ紛l’家ではなかった 人物や動物の

$() 

乍で怖く1J'.i if （（こド11'/i きをしてからぺンを，Rね．線合舵定することもしばしばであった その11lij ’M修業はい11"1

(t 句な1lW1f1i と同H年に進歩的な｛則的iをJ官fl. 備えていた フリードリヒにI1J: 初にぷ111,'i の予ほどきをしたのは，グ

ライフスグアノレト大学のぷ術教Orli ヨハン ・コ’ツトフリート ・クウィストノレフである．その教えに｛泣い．フリード

リヒは、"i 時m えしていたヨハン ・タニエル・プライスラーの予イ正＇Ji -'JII' ，命による’＇J.£ ￥引をプf' .：.＇.！》した JIil 1728 

1j.：にニュノレンベルクて’初版カ j 111 たこの本は. r. ょっふりj J毛いアカデ

ミズムの伝統に与するこのぷ揃法でIi ，人体は例別にぷ摘された身体の外部分を符せ集めて完成する

法本となるのはMl 助線である、l’！然を，mニリ’I：する助｛'i" にIi .このふ!Ni 法はあまり｛ j俗とはいえない "21 。

そのためフリードリヒの初期，特に 1800 年から 180211 ：・lこ;j,IJ 作された［7 ンハイムの小スケッチフRツクJll 引

は，人物をスケッチする際lこ ・，.JI 剖＂＇ばされた ，全〈｜’l然に以するプロポーションを比れば・ 1'111(,t 然な

のだが一一フライスラーのm，何ではな〈．例えば肘絵lこJi 』もg；白a句，こ刷れている上うな．その、11

Ii. 映されている f－.，ンハイムの小スケッチフ γ久では，べーシの側外に度々スケツFが1/li き込まれてい

るが，これはこのタイフ.Cl) ,4-U1'/j のみ性を午加ニはっきりとさせている 制作ドレスデン版1rT1j,kg11/jfifl に似？？さ

れる 180 1tドIOJJ 61l （こ制作された M 流出するロマンティックなtx. b. 

(fig. I, cat. 73) この来摘では．紙rfli の火、r，を，＇iめる｜：部か.

(I｝物金子にしながら；・tに』誌を持たせかけ．似た

わる・人の久・が11'-li 9:.0) 

1¥ij には%1 の大きな，＇，＇（々が伐っているが．そ のq，にft. アザミ U;'1 ＇しきM 物も見える・よれば色彩的にJi,l も

必l，刈されている郎分である3 全i’lのまま伐された紙lfli のド加にIi, !.!&Cl)lJ)lj ・・mとれめr＆ろから弘た’｜二とが
｜：の均1f1i/:(i ＼、かなる｜対i!ll もな〈 -j/l 飛でニ’〈小さく． ζの仰の側外'kll1'/t1i.

I8Jlt*1.¥ のh 1111j ;1M,j ではご〈・般的に行われていたfJ1L 、のものである。特に I8Jlthl トイツO)'I. んだJiH'I(

l史的なJ:ti11 刻家.mt,n 凶11J1j 家であったダニエル・ホドウ・4エツキIi. この刊の側外ふ11'/i を’し，rしlt:fr ,t.:arn 。

ゆえに， ζのやEのレイアウトに対応している 17 ンハイムの小スケッチフ－.＇／ク jO),fH/i ，すなわちドレスデ

とJM1'iiJii-t. 、

う校法ふある特定の．特にドレスデンに注目していた伝統に111 ；！とするものどからである。フリードリヒ1t. 

t. ザク

セン・スイス地Ji の風；；Ht J,11hi1fii にt/Ji きIll すζとで；・rnr の i：姐としてIHH!i した人物であ，，.そ （／）J己断卜を

セヒアの技法は，トレスデン克術アカデEーのサ’イデルマン,f .｛段のもとで. ,'j リ処/Hf. ／を}J;(f1 どおりも’H中iに

惚製するために開発された 1£ 6」 制色合法，WI とする七ピア1t. 'JH ニ12f-'i: 附のM 測にうれrm されたが．そwt

Originalveröffentlichung in: Kuhlmann-Hodick, Petra (Hrsg.): Deutsche Landschaftszeichnungen der Romantik aus dem Kupferstich-Kabinett Dresden 
[Ausstellung Deutsche Landschaftszeichnungen der Romantik aus dem Kupferstichkabinett Dresden im National Museum of Western Art, Tokyo 24. Juni-24. 
August 2003], Tokyo 2003, S. 190-209



た凶には司フリードリヒがこの技法を完壌にマスターしていたことを．彼の大型セピア来舶は示していよう

だがその凶には，殊にアクアティント技法の発明によって， j仮阿土E術白f本が段も微妙な附調の友視を正1

;.J< するようになっていた。アンハノレト＝デッサウ公フリードリヒ ・フランツ ・レオポノレト3位の命により 17 96{1 三

に設立されたデツサウの銅版阿協会民わずか10 年あまりの活動期間に，非常に質の1¥ './i い復製版阿をIll:

に送りだすようになった控71 。それらは巨匠速の作品を大まかに再現するにとどまらず，色彩の附調をきめ

細かく再｝J.l することにより， If. 町家の予を感じさせるような，オリジナノレ作品そのものが持つ印象を追求して

いる。 1760 年代に初めて発明されたアクアティントの伎法HfZ んで，色調を再現するために，他に二つの

技法がmいられた イギリスからもたらされた［点刻法jとI刻削法jである。イギリスでは，これらの技法

li ，「スティッフうけをして「メソヲィントjの名で通っていた これらの技法がとりわけ，¥:ii い完成l立を見せ

たのは，クリストア ・ナーテの原阿をクリスティアン ・ハノレテeンヴアングがアクアティン卜により版｜同化した

｛シユレジエンj瓜w においてである位制 1803 年に初版が発行され， 1806 年に版を重ねたこれら－l'fl の

作品を，フリードリヒも明らかに知っていた

フリードリヒはクグイストノレフョのもとで学んだ後， 17941 ，ミから 17 98 年までの問コペンハーケ寺ンの美術ア

カデミーに往時する この間に生まれた作品はまだなお［kl'JP ／にとらわれてはいるものの，この地でフリー

ドリヒは，ヨーロツバijJ の他のとのnil 市でも，ここ以ヒには般ノド的には学習で‘きなかったことを休f守した。

すなわち，述近法を徹底して学術的に処JI ）！する姿勢で、ある コベンハーゲ、ン時代の後，フリードリヒはill

築物を：＆，11 ーする技術を身につけ．見iに，カメラ ・オプスクーラ等の光学総H を月］いてJ!fil..f;l を捉えることを

もマスターしていたと孜々 は与えたくなるのである Jl9) しかし，この説はフリードリヒ研究においてあまり

好広的に受けとめられてはいないーというのも ロマン主おおフリードリヒは，ただ純粋な．内面から湧き

出る創造）JによってliYi ＜阿家としてのみ受持されてきたからである しかしながら，以下本稿で論証して

いくのだが．どのようなjJ 法によってであれ， I’11.1 を傾ノ＇JlE ／篠に肥録することこそが，自然の形態ぞ徹底

＼ して必結化し制｜象化するフリードリヒの絵｜同店術にとって必要不可欠の前民なのだということをまず‘理解

しなければならない フリードリヒの主体Iにおける1句作t完成作の関係．すなわち傾ノ＇J1 E僚な fl 然観察に

もとづくぷ姉L 部分としては絶対的な写災性会遵γしつつも「創作されたji1l1 彩阿tのl員l係は，今｜｜に

いたるまでの研究かまだ完全に究IV fできずにいる問題である だがフリードリヒのぷ摘には，絵師，jに応JIJ

する助(t に備えての数多くの折ぷが！！？き込まれており，ドレスデンの品苦悩，r閉ま，このことを糾衝に検証す

るにはJ,J: ）＠の素材となる

本論に入る1li ／に．フリードリヒの泌拙.:Jf,f.j についてl’l'VJ とされていることを今イ立要約しておこう。 I，フ

リードリヒIi アカテミックな，＇ i典！：授の教えにl11J って刻出しつつぶ摘を学び、人物のぷ111/i には .｛， ミ波山

労した

ンもまた j,d 僚の悩みな抱えていた。つまりその動物や人物の衣JJ.lt.t ，ほとんど.fl:11 鮮に？iしむ仰の弱点を

',l しているのである if 101 ＿まさにこの弱点ゆえに，クロードtフリードリヒの両者は，総揃ではなく色彩を処

両-ff がともに

ご＜

比 1,dfli の色彩附のド｛こ近白けて比える地明りから＇ lはも級制II なニュアンスのある色彩のトーンが1U. られる

というよとでめる。これは．いわゆる［反l}J 光jの幼果による．すなわなドの肘にfl] いられたflfj 色の附か

Jl,'iif に’I：き’I: きtした効民へと）淳（光・のことである。2. フリードリヒlまji;JIJ.'t( 史のfil'l 車，1.;J/,t,j や．セヒアおよび

妹なNiJlW,

，，：；『に感じ取れる上うなtm 詩的なtJ-rlf をf'J ・え

るζt !j ，えることが

J()J 



fig. 2 
カスパー・ダーウ.イツト 7 リードリヒ
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1rJ 飽となるのである 以下にこのことを論証していこう

フリードリヒが素描に記した覚え占き一一「l然研究の再利月j

どちらかといえば不細工な人物本摘を収めたr＂ンハイムの小スケッチプック H 併行して，フリードリヒは

もう－mf のスケッチフ・・.＇／クを使 m していた それは180 1年三度にわたって行われた，パノレ卜海のリューゲ

ン烏への必初のスケッチ旅行に持参したものである。ドレスデンj阪両ぷ舵＇jftfl は，これらの；度の旅行で生

まれたぷ舶の数々には・H欠かない これらJ同l’に刺激的な:4Jtllii 洋は，コベンハーゲンでの修業の成以を

仔分に反映している 180 1年6月17日のfl 付の入ったIJ 初のぷ揃（fig. 2, cat. 78 ）が怖かれた助！？？は，

これまでの研究では銭念ながら究明されていなかったが，’たは他の全てのリューケeンi：.：； でのぶれ11 1'U:.

正確に特定することが可能である．「｜付lこいたるまでの細かいII 年IIIJ 的秩序をもつぶ術ilrl えフリードリヒ

が二度の旅行で辿ったノレートをiE 艇にl号制している：1111 フリードリヒは6J J 171 Iにグロース・シュトレー

ゾワ近知の，シュトレーゾウ湾をl立に凡下ろす小尚い丘に心；ち．制300 メートノレ足らずの紛ILれ、平山レツ

デグィッツ出IF と，その先の遇かに大きな山がちの、｜生向メンヒグートに悦線を向けていたのだ（fi g.3) 水、I'

水、lξ 線のイ［封i,I の， ・.，$：の短い線がグライフスグアノレ卜のザンクト ・ニコライ大
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リューケvンJ斗の素品。l群で，フリードリヒは

グライフスグアノレトに数カ所ある併を水平線に非常に小さく姉き込んでおり， lドにはi必所を特定するにあ

たって疑問の余地がないようIIIJ の名前をその kに書き入れたことさえあった，lt12 ）。これに対し，ド、レステ、ン

のJI 品目で左端のよ山平総の上に見えるのは，明らかにウ七ド‘ンとグォリンの1-r 後にひかえたなだらかな丘陵

地借である。この丘は実際，天気の良い口にはリューゲンぬから見るこtができる。ここでフリードリヒは

100 度以 tの広い視界をとり，風討をパノラマ状に展開した。

最初のリューゲン烏旅行の素捕では司フリードリヒは鉛筆で薄〈下描きを施した上に，これらのごくうっ

すらとした線をぺンで最終的に限定しており，水平総は定規で引くこともあった。フリードリヒがこの地初

のぷ1il'i を制作するにあたり．カメラ ・オプスクーラを使用した可能性，あるいはコペンハーゲンで学んだ手

法のーつで．パノラマ1if11 家が風以を平面に同定する際に使用した，いわゆる「'fμ 隊ノfースペクティグJ－ー

かつては戦争問などに川いられていた倒野のjよい述近法ーーを採j刊した可能性は，大いにあると考えて

いいだろう抗日｝。いずれにせよ．近距離から一明したシュトレーゾウ湾は視野に収まりきらないので，井寺摘

題性をフリードリヒは，－分にポ知していた 1830 年頃のものと推定される展覧会評で，彼は以下のように

記している 「i詰近の風J;}1rhj 家は，自然の状態では180 度の円形に比えるものを，無慈悲にも45 度の倒界

に正納してしまう。｜’l然の状態ではゆったりとした問削を置いて存任しているものは，ここでは狭い宅問

のi/1 にlf.1/ii ！に詰め込まれ，ひしめき合い，観li のflを附使し．倦ませ，非；市lこ務ち｛fかない気分にさせ

るJJti.o 180Ii:fc6/J 17n のぷ紛ii ま．例えば余I" ！のような虚ろな空間にも備図の中で、の存在日li{i 直を凡い出

す，あてどもなく j}Jfl ；＼うまなざしの軌跡を円現しており，そのような試みの点刊・頂ともいうべき成果に達し

ている こうした試みにおいて. 1801 年のこのパノラマ的なぷ－摘は，全〈非合典的な11ff 限の体験をテー？

とする 1810{1 ：のirl1 彩11hj (ifij 辺の仰｝に1(H 妥協轡を匂・えており，この限りにおいていかにも首尾一貫してい

ると，l・ えるだろう

ドレスデン／tb(11lrj,k ；術館にはまた，フリードリヒの：度｜！のリューケ、ン旅行で生まれた，非＇iit に興味深い

ぷ・怖が保？？されている（fig. 4, cat. 80) 1801 年8JJ 17 「！の日付がついたこのぷ織に表わされた場所は，

I：の｝Jに，！？き込まれたlfPJ・ 「N.'lJ や‘フリードリヒ「l身が旅行日記に，id したこのぶれ'ii についての知し、7守

されることはなかったIt ISi フリードリヒは8JJ 16 「lにプトプス合出立し.7 イノレムニッツを絡て再びシュト

3・
’ 
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レーソヲf/'j ／こいたった後， ryJ らかにコヘy ピンの近しいわゆる「ゴツピンの釣り針j !:. H手ばれる小さな半jみ

というよりは自ljl のコヘy ピナー ・ハーケンに辿りl/i 、た。そこで今11 もなお使われている滋から船に乗り込み．

レツデ、グィッツ仰に，［｛くと，おそらくN ぴ水路でより大きなrJ. ハーゲンii'H ：・臼変り，メンヒグー卜のガーガー

を目指したのである。1800 年頃に記された旅行案内，If がl正縦に伝える、明、干のノレートは，今日もなお迎行

するフェリーで辿ることができる

だがフリードリヒはイ本どこでぶ摘したのだろうか？場所を特定するA みは:tf を結ぶことなし J,(l 燥感が

捗るばかりであった。海J，！の輸!Al がかつてと村I'1t 変わってしまったがために， J訪1好を特定することはM111.

現への義務的なこだわりを肋楽するならば，この，況はよ・4つ11 材、ら内定されるはずである。実際，フリード

たのかは1E 備にな証することができる フリードリヒはガーヵ一合起｝，＇，（としてメンヒグー卜＇ j' ,J;H"iv1 切り．

(fig.5 ）。ドレステ、ンの点備はロツペで制作されたのだp それはグローサー ・シ；，..トラン卜と II 千ばれる初／jt

線の終わる地点である 少々 低い附111' を形成する：n仰lの .;'ffl が仰に悦りII¥ し，その後ろのノノレトベルトま

;J< 浴J易にいたる地形である 指摘家の税線Iiζ (J ）ノノレトぺノレ卜に，r,1 けられている l!!l 弘前1j げti /i:illllliiJJ;t に

はロツぺの海／j！の・灼や車内，イi. 網の放られた栄か比九後l;t にl主将か11lii1(1i イilUl]O ）ノJレトペノレトにいた

るまで広がっている だがロツベの取均にαち．フリードリヒの似似を辿ってみると， ／）レトペノレ卜がめまり

のかどうか，縦f, rが持てなくなってしまう



fig . 6 

1815 年l:fj
C国 I抽 r David Friedrich, 2'1< m MA NN 凶 AM M1.rn1<SSTRAND, um 181S 

fig. 7 

ti スパー・ダーグィ、ノト7 リードリヒ｛ツイツカー出P（正し〈は：ロγベのグローサー・シュトラント）） 1801 年
Cnspar David Friedri ch, ZICK 即時CHES HOFT (RECTE: LOBil 凹 GROSSER STRAND), 1801 

'l'J:Jf はどうであったのかつ奇妙に聞こえるかもしれないが，フリードリヒは望述鋭を使用し，述くの長

色を拡大したのではないだろうか。ズームぞ｛即日して隙拶した写J'.U .，ズームを｛史わない写真とを比較す

ると，このトリックが明らかとなる。フリードリヒはこのドレスデンのぷ踏を絡子状に区切った。つまりそれ

はある別の完成作r1u11. 例えば幅1メートノレ程の，大型セピア阿などへの応用を怨定して制作されたもの

は，風）；｝の外観にはなんら予を加えられていないとし、うことは，強調されてよいだろう。

フリードリヒの作1日11 こ繰り返し見られる，このような部分的な拡大のプロセスは，再び、ドレスデンの素描〈海

Jj ！の：人のリIJ )(fig. 6. cat. 79 ）においてな証することができる。このぷ描のii ，リイヤ年は一般に 1815 年頃と

されているが. .k.lf ［まゆみが指摘しているように，その下絵は， 180 1年のもう l点のドレスデンの素描 (f ig.

7）が制作された 1801 年8)] lnl にまで遡る それはロツべからやや隙れた地点から．ノノレトペノレトを見地

りながらグローサー ・シュトラントを示した風民である此16 ）。 二枚のぷ払1での視線の角度はほとんど一致

している この 1801 年のぷ捕に見られるノル卜ベルトの眺めをヘノノレトペルトからずっと隔たっている現実

の制Y此う突させてみると‘ 18J5fl ：のぷ拙ではWr/U が近くにl?t かれていることがわかるはずである。E 皮

1111 ち納物がまばらに生える海岸は， Ii 主もd、さなl沙の

1,1 』lまりにこいたるまで’ 1801 (f: の.fJ

てl主いるが司拡.k. してモンタ一ジ品さ（tている rのようにしてこの手統きが行われたのカ，，ま， 二人の旅

人が，Iミしている f愛)J （こ＼J. つ旅人lま’恐ら〈は水可E線 l：の帆An を折i喧すrlijh の9J のid に望ill 鏡をi白いて

liiJ,t: している

よjと，：nりかけているかの上うな旅人の人さしmに諸われるままに，ノルトペルトの海f戸線へと規総を向け

ることになる。

フリードリヒ lil8011 ，，の；H摘にある｛if 状の1iiJJ;t を’ 18I5fF の作品のみでなく． これも火以まゆみのm
11 却によるものだが11 >7＞一一｛狗ill の的（ベルリン同立夫術館）の押＇,j)j ！（こも}IJ いている だがここでは，後1;}

0) ff1.i/ j 1*1~1:t ＇.，己令に ＇ti かれている。つま句フリードリヒは，スケッチした!'I 然の要ぷを，そのXII 度絵の内特

にLむして比較的l’］ I! fl こ使JIJ するこtがあったこそれlこ加えて！Mfr のレントゲン写il によるι 180 1年と 1815

1，：の米航に』4られる. /!,j1fli から突きIll した航にかけられたf.(t を捕るための決は，そもそもは｛海辺の例〉

にも11Vi かれていた } I｝ードリヒ Ii, t，の的成；必ぷ念切りi'i めてい〈過rJ で111ti1 古iをlm みこむE誌をlT 削除き，

｝（）九
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全に血事政したのであるd

1801 年のぷ姉の構成原flH が実際の地形tの比較によって初めて解明されうるtするならば， 1806 年に制

作された「オスロのスケッチブックjからは. *lNi に付された文字またはJd 日－が素怖を解説する手がかりと

なってくる このね1J/ij は1807:!'f ：からはイ併釘i汗となる此18 1。多岐にわたるこれらのメモについては，ド、レス

テ号ンの収成品に・巡りの例ぞ見るこtができる フリードリヒのぷー拙に最も頻繁に見られるパ業は，「地

（水）、＇f糾uである J.'J うだなようだが‘それは例えば述〈に制界の｜別けたj且U;t においてのみならず， fi.'j7JIJ に

t,Yi かれた本ゃれのfl 作にも見られるのである 初めにこの言葉が表われるのは，もっぱら松や縦，プナ，

制堅や絞写本々 の例別luf ’先に充てられた， 1807 年の fオスロのスケッチプックJにおいてであった。

18071 ドの（オスロのスケッチフックjの第8民 4Jl28 「！のぷttl'i (fig.8 ）には， f.t 山、！と線lという言集が，縦

の六本のイiトーに．ソ」際のJt!l 'f 線をぷしていると見られる総の上に／l' き添えられている。つまり，ここでの

J色、］＇－線 1tJ1,1;r に低い｛1J:W/ （こある。なせ’IJt なる本の1句作に，このように疋礁な記，，世がなされているのだろ

うか？このような党え l浮きIi. スケッチを1i: なる（1,i'u'd こ応J1] する際に．記録された状況がhkJH も必史と

なる地介．つまり，完成（1：でのJ曲、JI. 線の，・：6きが， 11'/(1 ；での地平線のJJ1I 事と正確に・致するような助介に

そして驚〈べきこ／：.（こフリードリヒの JI 同業においては，あらゆるぬn'li で

本米の立，q乙がIJfJ ぶされることさえあろうw フリードリヒは1807 年の縦の本のスケッチを， 1811 年の作品｛冬

(fig.9 ）にメC’i'=iili りびしirx っているe この作品には幾つかのウァージョンが存（1：するが， 1987 ｛ドにロ

ンドンのナショナル・ギT ラリーがJ!t,'J 入したウ’ァージョンが，：J.!li オリジナノレである l同前iには人・き〈そび

える恨の＋：，，そのliiJ にl'i: てられた際刑（仇そして勺のrj1 に盛る・人のIJJ が描かれている 足の不「Irl1 

なこのリJ11 卜ア！犯をはL、/l I¥ して体ぞれにもたせかけ．それを礼拝しているtころである ぷ

.の水子な線であり．そのために全体の l岡田制成にとって

q，心的なのよ（1:c f11Jll!i にこの線が男の似線の，1°6 さと正確にー致しており．ゆえ

この無限をlWf ぷする線こそが，

J迎／1，のl1111 のさかない二ωリjに.

1813fJ :GJJ 171 1に制作l

fig . 11 
カスハー・ダーゲイツト 7 ＇）ードリヒt岩山の頂）1813 年
Caspar David Friedrich. F日..SIGE KUPPE 、1813 

)Q7 
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fig . 12 
カスパー・ダーゲイツト・7 リードリヒ

｛霧の海をit ドろす旅人）1818 年l;(j
Caspar David Fri 民Jrich, DER WAND ！・則氏 un 印 DEM

NLBEI M 厄ER, um 1818 

る（fi g. IQ) この本の卜・にa. 明らかにN1 ＠二品WI ：してL、る縦の本数本がスケッチされておI），そのドにIi

のだ このUi いの党え＼lf きIt. ，フリードリヒのぷ姉に問自にはつける二とができる。光の射すん，，リかti ：げ1i

からであったか．或いは悩からであったかということ，それとも例えば？をにl収IJ I：げるニとになる．トレλデ

ンの水彩ぷ引＇li(i% ？ーをはドろす1.-1:0 川、追わfig.13 ）での上うに．令｛本がにEになっていたかどうかとL、うζh

或いは，対象が1i1J ；えから仰さ凡る上うに観伐されたこと．それが11 i:;t 

ドレステンJ:W11ii,4H11/ifiH1 好械の・伐の泌1//i においても．そよに心された’fl え1!f 主力：｛去しフリートリヒωイJ

$:f めにんろ・

本の細L、泊 とメモされている一ーの後ろにそびえる ・Of の1・ ：生ヘ比較的近くから従えたこの訟Hi'i1 こIi.

1813{j ：の6JJ311 のIIH が人っている（fig.11) 0 Iか

れており，その怖にフリードリヒ1:t.r /1l もl：にある｛［のJ(i!,' ，（の1＇，・／j;. Iこi也il(t'}J c 11 t主込んだ。こωスヶ・γ1・

(fi 再・12)
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の1)1/J ；｝に向かれたれ塊の正確な下絵tなっている ここでフリードリヒは，ザクセン＝スイス地方でスケッ

されるのは， JJLJ l;}ij I央の1；の｜：｛こたつ後ろ安の人物像である。これはアリードリヒの全作，＇i"f ,1j .1で最λの

人物仰の喧つに数えられ， MU;l 全体の1j1 で．得の uこそび、える山頂とともに特殊なパトスを放っている。

既に折摘されているように，フリードリヒにとってこの八トスは，死者の追悼作：日にのみ前二される類いのも

のである，ii' 19 ) 

この人物は伶ゃれ々 を’述い眼下に凡下ろしながら，かろうじて天｜二の領域に淫しており，放に現出を超越

した姿でt<. わされている IJ!oM なフロテスタントであったフリードリヒにはi,'b"Mrl.. 告1:. も映りかねないこの

はなかった。

フリードリヒの-rt ぇ；！？きに凡られるもう －つの子法も特別な広！沫を持っている。

人；fl 既はiから 10 くらいまで， II ！；にはlからso までの数了：が，！？き込まれていることがある これまでの研究では．

ζの放ソ：は色彩をi＜.わすものと母えられてきたが. ＇.），！ 際に判誌できたtいう析はどこにもIll ！かれず司 50 段

附という編11 かさを与えると‘ ζの訓Ii 立II 止をなさないように）JI ，われる それらの数’子が， JJJH リとしてlがJ,1

も泌い｛なl刊に 11 』も大きな数下が－m近い［出町にi'f き込まれているこtぞ考えると，距離をぷわしている

と｜旬係しているというニtになる。この Htr:t 明らかに．茶色の断凋をJJlj 後に，r，ねることで距離感を火山

する七ヒアヰ：術の似統にrl1 米してL必a しかしフリードリヒは．常にlから 10 までの／I国務を迎寸2していたわけ

では勾い IJ!j には校了：合成ばすこともあったーー紋下の決断’かJQJJ 支の突然の以1mi!' 広・1!,j えすることが，この

ことで九付けられる 他の111ij ；ボでIt.. 後に述べる上うにユリウス・シュノル・フ干ン ・カロJレスフェ卜も，この予

訟を保JIJ している（fig. lG . cat. 5-1 ）。このことについては．シュノノレ「11 誌のit, tの＂＂こ符介する内特を』 4い/II

すことができる シュノルIt. ，日りを使って／－！.Rl しうる彫の訓 fについてはっきりtJff っているのである.t:?Ol

，，ハッチンクや;J< ；・2松Hの仙川訟からして.h 人であ句，，11i :icf ＇中1111 でもあったケルステイングとともに18 101 .j:

に除したリー七’ンヶ・ピルゲでh’古かれたおthlllf と近い依パをはせてL必‘このおれ！1111 にIi. 後日からl初；；tに

fig. 13 
カスパー・ダーゲイツト・アリードリヒ｛渓谷を見下ろす森の小道（7

ムセ、ノレグノレントからホーニヒシュタインへの眺め））1812/13 年頃
Caspar David Fri 吋 rich,W.ιDWEG MIT BLICK IN E山 E

5CHLUCHγ （BUCK VOM AMSELGRUND ZUM HONIGSTEIN ），山n
1812 /13 

！（狗
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！？リかつてlから7の数字が．さらに「影jrm は｜’lいl「愉31 立、I＇：分ほどしか Jl えないJという，＇rき込みがよLら

れる。これらのことは，以ドのことを広r列cしていると推定される つまり，紙の色：羽や水彩絵H の訓子に

よってノJミ唆されている明｜貯の廷にも｜刻わらず， tlH 妥光が、月たっていないことから，！瓜t｝令｛本はH除のr!1

にあることになる

色彩を段階付けるようなことは行われていないので，代わって数下がその役；＇ Pl を引き締．いでいるのだ。数

字はまた，衛生した森に生える木々や，本の幹の前後の位irt を；哉別するために川いられることもあった。

1812 年に制作され，現在例人蔵のl点のA芸術（Hinz599 ）では，この識別法がとりわ1ttUJf≪IH こ行取される

副みにこのぷ摘はやはり例人減の 1814 年の作品 h森の＂＇の猟騎兵 ｝のl丘接的なザl作となったJl:21 1 ひど

く修行とした森の木々 の屯なりにも，このぷ柑lでは注釈を「施している このことによってフリードリヒが， l’｜

然に従うという「｜らのf, j条を， 11 ／：.んど償司＃ J的な，いかに強問な－n性舎もって全うしたのかが，いま a

度｜珂らかとなるのである

このような絶対性へのこだわりは，フリードリヒが敬度主義的なフロテスタンテイズムの全rm 的ないIt

必であったとし、うことを問解してはじめて，説l引しうるものである フリードリヒは，例えばその時ぶきのた

めに絵同店側jの対象とならなかったものをも合め，全ての’JI: 物tHiW かれるに（1（［すると姐i凋しているが，そ

のよ工立の6：り処は， M よりも以ドのプE,i" によって探し、＇，てることができる r拘，，的なものはあらゆるところ
に，砂牧にさえ， （J-{1 正しているJ,'22> このt¥'!. ,'f 的な・説

という「｜らの似底にあるい念を！節調したのだった つまりそれは，「｜然別象を，そのあらゆる形態と条fl:

において全身全’ぷで受符するということを意味する しかしながら， i'I 然をti: 艇に守f.'I ：することへのJ実務

感「｜体が， rr1 然の悦倣J(imitatio naturae ）の広l味で. i'I lJ 11 的となってはならないし．また他}j では

人11¥J は制iの創造物の立味合完全に，；｛！.J/il! するのは不11J 能である そこで. J.. ；的な先b＊をもっ-hi t象的11lij 1(Li 秩

序によって，少なくともや11 が定めた’]l 物の絶対的秩仰を知る予がかりもrぷすことが， Jよ：術家の使命となる，

新しい夫的字Hi を作り l二げたのだ それは人llfl には不 11J 匁lである担，，の’灼Ii のメタファーなのである

フリードリヒは， i'I L」のぷ術総エti:. ，その子l町iとを’UII 忠実に全うした 1835 ｛悶jlにテフリッツで1i'i'1tJl, L 

た晩年の＃111/i には．フリードリヒがiξ11:i 史・いぜiれてきたあらゆるや，］lJJ'i の党え，＇fきが比られる フリードリ

ヒのテフリッツ討lf{t:I ま．バ;i; ，，，後の秘廷がEl 的であった。この先｛ht.

以｜刈となったにもかかわらず．総延，，，フリードリヒliT' を休めるニとはなかった その市放にIi. 不＠！かな

線が凡られ， t!i に文’｛－I.ii 』えているものの．フリードリヒはIV Jらかに テフリッツの／，＇， Jill 地域へとj己主’0)1:t.

し，遇かな泌；j（に比えるれや111 牧ぞ」f,li'li してL、る0 U!r 

u 、うれし，＇！きを

付けた この t Uiil ま．どちらかというと小tt にあるねの列／：.，

されている1J l脈とを｜ベ｝Jlj する[I 与にもJll し、ている，後に；kU/i'i をl'iflj 川する隙に｜’l分i'I

じないようにするためである Mt.r ＼：にζだわったニと

七況l則することとする まず．ドレステ’ンl似11hj'4- ；拙OlMr.A:&. の， 18.15lj:9J:J 1011 lこa,1!f1 ：されたみt,'1, (fig .14) 

の例を凡てみよう・ニの泌111/ifi I二ド：91 ］のが1に分けて机，，x: ＜！れている＂ I：のダIJl:t. /i:11111 から始ま Jて大

きなれ沈へと般かる道会J＜.わし．イi封i,l にw:1 えるT・で小さ〈怖かれた 1-・j・:,:ij りがはえる そして. Ji,J し！

？”dけを／，：鍬iの起），＇，此し． ：列II が始まるー明らかにζHit., ・9tJI Iのl以l；！が .91111 にj出航してし、るニ

とな，，.；:x ，旅してし、るv ここで地形Ii 低＜t..l. ；み ’ill( J／：.し t 

る。ドのんーにIi ，フリードリヒの来航にJilli ＼する』？必 r化1.illrn がはえるコ刈i然のζとながらニwt.. :n 守

tfU1'i k吋て

1イ白川：m のみに何度も，tl えしていると L、う！Jr'J!fi. f;:11_1Jj における引の1<.lll の＂＇でも化的 l'nl 111¥JljO ）ぷ11,l-'.
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fig . I司

カλパーザーヴィット・7 リードリヒ（/ti 品川崎弘）l83Sf ド
Caspar DaviJ rri 抗！rich ,GRANJTRJ (KKE, l R.l5 

付けをするような．ある特定の忠:tl. ！的m 止を感じさせる 1784 年のゲーテの短い論文を待つまで、もなし

イEf.it!:/l は始源的な鉱物t行（枕されており，ゆえに大地の起源とその歴史，すなわちその劇的な摺11!1 ぞ伝

える鉱物佑l品目は．ゲーテH年代の大きら：地Jl]i 学的論争直般に注意を喚起しているのである』23 ）。フリー

ドリヒのれ11 彩阿｛グァッツマン山｝は，圧倒的な｛f- 在感でそびえ立つ山の手前．前以，1，央に，現実にはこ

の地域で1まJI 控Ill きれないイEf,¥ll1'1 がfi'i'i かれているc これが地球史とアノレフ。ス山脈の始源性への明，，な指

摘であることは， ・11 際然である というのも、ア／レフスについてのソシューノレの大部の苫作以来，地伎

ヒは司イ在r刈れを般i/Jj （的なもののメタファ－Hi え.

いたようである

. lfr II の例は， 1835 年9JJ 12 日の日付入りのドレスデンのぷ捕である (fig. IS）。ここでフリードリヒは，

/lj ぴ行械をアJfil'l I：げている 今J11j(i より近くから観察していて，またしても「花l材料jをテー？としている。

フリードリヒはIVJ らかに， 9JJ 10 nのぷ揃ぞ制作したあの地所へとl足っていった。それは，この＃li¥'i のJ許1

1泌が．先のl!r 札l；｝の・列r1111 央守，＇iめていた＇Ill: ,,a じ物とW，われるからである r だが紺U＇.！. を，iLl すにあたっ

て，フリートリヒは＇l}U)}1 ：側に． J：ドぞ，E硲：に細い備作で限切ったrfE.1 む線を引いた。この納）＇.！. 法は 1810

1，ミ凶からft われ始めたが， 1818'.F に制作された「オスロのスケッチプックjの，とりわけリューヶーン向ノレシュ

グィッツの柳川でスケッチされた引のお怖に殊にはっきりと認めるこtができる，lt25 ）。このような日椛りの

償には. r人J(Mensch ）という文下が1'f かれているこtもある佐川 このような線が何本も一つの宅1m ，こ記

入されていることも瓜々 あっt.: 11271 ，このようにして雫1111 に対する’H物の納／＇（のみならず； 1・ ，然常川令述

近法的に但似する｝j訟のfぷされているのであるーこのような処刑法は，他のλ概の記号的な党え，＇ fきと

111 比，)t 1799/ 1800 

みjからJfil IJ 人れられたものU!.l われる E この11f 物のドイツ”：／f,11 ｛はj況に1803 年に111 ていた

に光てられた本治のみならず，何よりも笠やil の1j1 での物の比え}j についての研究，或いはスケッチの実

た1・，r. 九のJ＞らゆる的役「｜：を’｛h'u' ，へとJI ｛り入れるニtIi. フリードリヒにとって，-uui に等しかった p それら

~ · 

,{, , ,/, ,_ "'. i::. • .’ 

fig. 15 

カλパー・ダーゲイツト・ 7 リードリヒ

｛テプリツツ近郊のm 越おの摺i肋）1835 年
Caspar David Friedrich, GRANITF'ORMATIO ：、 8日 l'EPLITZ 、18 35

ヨOJ
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は和jl の創造に：t'.J. うところのものだからである

間体系の脱胞に従った，il:29 ）。 この新民フリードリヒの絵｜州は， ー／了ではディテーノレにおいては，・，然に忠実

でありながら，｛山Jj ではri 然のありのままの安弘はっきりと i減別できる放射線や双1111 総のような人為的

な図形に依め込むことで．「｜然を超越したといえるの切らかにこれはフリードリヒにとって，地卜，で失われ

てしまった万物の述闘を今伊度顕現させるための，峨ー r1J 能な形式だったに16! いない フリードリヒのぷ

捕のプロセスを分析して初めて，人｜！日が実際には迷することのできない別限界を写実によって行1換する，

その予法の特妹性を.flJI 解する迫が．孜々の1j 白に聞けるのである

たいせき

フリードリヒの対航者としてのシュノノレ

シュノノレのイタリア風j辻井；ti/ii え l8I9{Ji から 1826 年の1111 ，こ制作されている 本稿での：つの切り｜！をここ

でryJ らかにしておく。l フリートリヒ L:J:. ナザレ派とヨーゼフ・アン卜ン ・コッホに対してほとんど/41U 艇といっ

て良いねの感↑庁舎抱いていたA同）対照的に．シュノノレにとってナザレ派とコッホ1.1.. ,,rij t,・ からの相続物

＼「1/: I fいうるものであった

シュノノレはフリードリヒに代ぷされるロ7 ン主治を－切の迷いなく併記した 何よりもノレートウィヒ ・リヒター

の，w:J が，このことを今，－，に伝・えている.i :11 1 I』？のぷ－

ti¥'i に存在する類似性をi論じることができるのだろうか 2 フリードリヒとシュノノレ，少なくともシュノルにとっ

て生涯世史な（J-{1 ＝.であったオリウィエ比約のような11I1j 家述l久井；捕を打彩するにあたり，どちらも多かれ

本カタロクは．シュノノレの［胤Ll

11flj1 阪JにxAc 的な技法令［j合宿の l二に，ベンと令で何色の打彩Jl! 1,;J 川代の，iJ イocW で

は，これは「セヒアjとなる。これがみ；米のセピア， HI! ちイカfl,¥ から11111! ＼された色泌を指しているのかどう

なせ‘ならば，フリードリヒ，オリウィエ凡！n. シュノル{.t. ，特にドレスデンに定イ？

していたセヒア技法の細々とした伝統の織成（；であったからである

ものであった その他にはリヒターがシュノルの七ビア技法に i？」えしている，1:m

の．この制11d じされた1<.fJl の立1U,/: I ｜的について思号令めくらせた研究l:t 好1／：なかった またよういった

がdlJIJ されたことはなかったが. イ－仰ではそれ｛こ触れずに1；（こtはするまい それはIU]C,tJ 仁ヨハン ・コツ

ついての，記録J( である。いかにもクウnアントtは．シふノJレと衝にうど隙L. モの11hi't の初WI からシ品ノルを

文え， 182Qi ドにはイタリア旅行に，.， Hr したライブツィヒのあのクウアントて・ある。だがフリードリヒは，クゲ7

会正I' で批判した。それ｛;f かりか，結び（｝） tえで｛t. クウ・7 ントその人-f!:'1 （（法的に攻n｛している Iめろ＂＇＊長

, ，：し（的bl なもっ

てf!i えられ， ，.分な u ；を111!i されhlf. 多分に.；. ・mi の対(s{/:f ぷりうる3 今tで，＼ff ：もよ4L-ac'}J.¥l しjJ; げた /.iO)

がいないからといって．これからむそうであるとは山らないp 上って司 X氏の上うに人守のir＜「1:l!!l んでは

ならなし、j ・1 .オリジナルの，・，・crci でIi, I XJ o; ::c ？’のドに．斜lで約された文’；－： IQl°(; (11.v . CJ) J -/Ji 比える

Ji' 11 ニ，J＇；していろように. ,'i 興 h'i の，物；Ii

111,j ぞf(iJ.',i ，とする l：組jのヒエラノレキーセ認めるよtができ川、フリー，.. . ，ヒ It. 一icO 人れ、う）＇li/1¥J 巡ってltl 、

ないのだがーークウhアントi' II の徹とした。



もしもフリードリヒがシュノノレを例人的に知っていたtするならば，その附rf .i'I のないナザレ派憎悪は彼に

も｜旬けられていたに迎いない r .体全体 H フリードリヒは，＇J< 「かつての，ぞれも長しい芸術のあった

に予をff わせ．線i主近j去と空気逃近法に放立にほ触するようなこと d 率直でありたいとjぷうならば，その

そっくりに秘倣しているものの．良いものだけが見過ごされている そもそも斤の作品を輝かせている司深

〈敬虐な. f- 供のような心的は， /9f,;ir, 先では純倣できないし偽汚t]" ーには無珂！というものである。もし

成功したとしても．カトリックれ、う縦装に』誌をやつした者には限界がある 孜々の祉l先が子供のようなlfi

大人が， n分の純』工さ，あるいは

だろうし，，l/E にも十ll"f にされなくなるだろう1・1知 机野な文市であるが， i]"(jJ! な点が31. ＇.（ある 。まずフリー

ドリヒは， 1'fl か，＇＇，＇のよて術にのみ点突と .Jfiih,l 的なJill 泣！.そして純粋なキリスト教が似たれているとの線信か

fljj らかなIJ. ！必を炎lljJ してし、る。フリード

リヒはそのようなあからさまな問辿づけを九偽舟であり， j疑主主であると打破した 2点Hは，このような過去

へのぷ，r肋＝ら必然的に噂き111 される．線あるいは空気迫近法への低触に［則することである。過去の絵阿

に近付くために，近；；U:l 盛況とを同僚にl正6/t に付11i いたり. hl 締法を何定したり符仮したりといったナザ、レ

派絵11fij の大気の感じられないlltW- を，フリードリヒIi 版本的に矩絶した”そして3点｜！の批判lは，人物友

ナザレ派においては．人物像でさえ，すでに述い過去のものとなったイディオムをf吏

い続けるうちに劇的な笈形を道けた。彼らによっても／111 かれた身体は踊[I 長〈引き妊ばされ， lfll の通わないJド

物質的雰附%をたたえ. ,rs 肢にも長式化されてしまった，フリードリヒによれば，これら全ては立識的かっ

作為的で．熟l位された；1,JJ (fl 泊料の結決しれ、うるものであった。そして，あらゆる1（［般性を欠いたこうし

た制作！劇的主司しかしf,ijll 与に．実（t：するぷ：術全てのIJJJ 院でもあったのだw このことをフリードリヒは次にdi

川する・説でJQJ 縦に記している。’ある時Ii イ世リア風．ある時はオランダj瓜またある時は白ら I士；ドイツ

I' c miU.i1 で白らが

知党したものをi＜現することは知！らないd IE 紛‘ l'I 然なものの，1J 興合目指すナザレ派に対して，フリードリ

ヒIii ’｜然なものを l：観的に体験するよとを求めた IL いに対なする，，r,jt;- の珂！念は日｝］らかである ナザレ派

の． ・frf(O) 

・jJ フリードリヒのリアリズムは．

1：叫的であることを免れたいものの. n司人的な体験によってのみもたらされるものであった 双）jの＼J）誌

の代N. 行が却制していないこと．というより恐らW ！.認できないこtl:t.. ,,1J f;- の貯if{. f;IJ!j,i ］じコインの友良で

あるtし、ぅ． l:t. いう伝統的なt誌を失っ

ナザレVic とその ・Uであったシュノルl:t.. fil （℃セ泌すために. si 化されていないものを過去に求めた フ

リードリヒt.t..

にこの点よそをヘシュノルIii'. ！らの比地から批＇ l'IJ すべきであったろう，

Ill し、られるようになった 3 ζのニt11 見術史の ・配t'iit 設となっており．それはいかにも 11: しい メゾティン

トω必i刻を変えて／i1i かれた版l:t. 防色からゆJt'.!!-i'. アクアティントの.i![f 絞的な腐食のフ1 ロセスはIQJ 色からII 白

bil 桁によってMl われる3 セピアぷ怖とほと

Ac ・Jl 分けがつかtn 、はどの踊TI か必ttf 合形成すろこJl ら；つの妓Wit..

4’勺けて）.VJ 』することを11Jfjfi にした』137> ，このよろにして火薬tii,J けω安f1lti な従飾11Jt't11hj が政治されるよ

、うニtを強調しておきたい」18 llt 紀の1/¥J に

：？（日
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fig JG 
ユリウス・シ A ノル・ 7t ン・j101 レス7 ,c/v ト

｛シラクーザ. {il;IJJ(g の恥，Jr.1) 1826.11 (Lb . nG) 
Jul1u, Schnorr von C,rolsfdd, lN DJ < N 品TUN 川町 IIIN VON 

SYRAKUS GROS" ' l lAI 11, I何26( Lb .りι）

7'J r ，・：』まり，｜世紀も終わり

に近付〈と，古典絵l凶の後製を専門としていたドレステーン美術アカデミ一教慢のヤコプ・クレシェンティウ

ス・ザ、イデノレマンは，セピアの技術肉体をより洗練しようとしたのだった。ザイデ〉レマンは係々 な淡淡をも

っインクを製浩し．ニュアンスを知｜党する神経ぞ研ぎ？なませたのである。アードリアン ・ツインク，そして

デッサウの銅版画協会弘明らかに索拙と版同の技法をあらゆるグアリアン卜において併用した。今11も

なお数多くの版画素描館で，予措きの素揃を収納しているはずの棚にツインクの作而同リLいII ＼される。そ

れらはセピアtされながらも実際にはアクアティン卜の！仮｜同であり，技術的にあまりにも完憶であるために．

熟練名ーによるノレーぺをJ日いた調査のみがその正体を見破ることがけ1米るほどである。フリードリヒは，ツイ

ンクの伝統のもとからセピア素描家として出発した。その大型のセピア而lに見られる細やかなlllllh 測は，，仏

を飲むほどのできばえである。そこでは階〈，波厚なトーンの／Jlj );l からWJるく， mむような後.W こいたるま

で，ただ一つの色合いが，同時に空気遠近法も表現しているのであるJ

シュノノレのイタリア風景素描

シュノノレのA芸品目は，大筋においてフリードリヒのそれと1,;J 僚のヂ順を断んでいる。1826 年9Jl20 川付のぷ

揃〈シラクーサ：石切場の洞窟）( fig. 16, cat. 54 ／および‘＊ぶには不／！－＼，＇，，＇，の Lb. 97 ）には， 1/JJIJ・ がi' ：：き込

まれている。即ち一枚｜ー｜では2から10 まで， -tilO から2までの数下が付され，本カタロクψの作，＇d，自仇］cでこ

れらの記号について論じられている。「12 の手紙jでは噌シュノノレ（I身がこのぷ舶について以 Fのように刈

した。「陰の調子は，記号を川いても！；？き留めました。それらは今｜｜でもなお識別できますj,tl.:l8 ）。 Jえ々 はこ

の調 Jι 付けの過程に何かMl 象的なものが淋んでいることを久しかと見!rt ，けるべきであろう。色彩は附1U1 日の

1l 』低に娠り分けられ， n然とまったく対応せずに1}11 ¥J 制で！日j後に配i目されている。この」二ねは，ぷHrli 家

が技術的プロセスのみならず，実II 党のプロセスにも邸宅ーを凝らしていたことを示している。それを究明する

ことは，鍛n名の受符能）Jをf.W ，することを必然的に意味しており，既に 18Jlt*1J にl主主術家述のー大限l

心慌であった。

ここで私は第三の点に辿り｛1< シュノノレの「／1tU;l 111ij に凡られる， ，M術の悦j成虫ぷの， ,,: 

体幾何学的な僚式化の問題である。確かにこの儀式化が、 l絞：i：を？イちー妓したj必W:.1!11 ち，1，イタリア的・r¥iJ

ラファエツロ的，或いは，1i ド、イツ的・テPューラー的係式イディオムへの／llfif,1 むの紡＊であることに．疑念を少と



fig 17 

ユリウス・シふノル・ 7 t:, ・カロルスフェルト｛寸レウアノi丘河．成賊の場l国） 1821{!,(Lb 73) 
Juliu, Schnorr von Ca 閃 lsfeld. LA"D'>CIIA 円山 I011 VA1'0 ¥!IT RAL 枇 RVfNI', 1821 (Lb. 73) 

し挟む余地はない この文脈においてしばしば引き｛＇，いに出される以も典明的な例は，何とつっても182 1

作／1,I J作の｛オレウγノの眺め，必,rr する（＼＂＇／）（ cat.J I）である この作，＇11 ＇，は殊にデューラーの｛市r：苦の外の

l¥ll アントニウス｝のハラフレースなのだ，U!II さらに，おそらく今まで指摘されていなし、ことだが，「風以前日

(fig. I 7, cat. 010）は，組製版1rfij によって広〈将及したティツィ

アーノの｛1'i'u', (lV ／ベトノレスの殉教（fig.18 ）に倣っている これはあらゆる過去のぷ術JIil, 請が，風足と人物

仰の入り組んだ依子毛P揃＜ I：での悦砲的作例として取り l:irt. 二作品である フォノレム，構図，技法におい

て1,f,j(1'i',,'i1:t. 決定的な煩似をはせている創刊i，ターナーもまた．ティツィアーノの作r'J ，に学んだという Jl41 ）。

税ぷオリウV エ',c ;ri の必捕とJl1'ii ＼＇に近い｜民 j係にあるといった指摘には納得がいく山九では対象を立体幾

何学的にHli/ 11するζとlこ｛必われなかったものの見Ji ，なかんずくぷった)hl 近法制IJ いたものの凡方は何

に111 米しているのだろうか．そして燃に何に与しているのであろうか

以ドに似脱を’提，J；しようc シュノル及びオリグイエ兄弟の家ti'/iti ，アンクツレがlt, ！初のローマ長期滞。：

(1806 ・1820 ）で制作した謀術ι大きなIJ'i 似t'J ：を日しているurn ＿今fl ！こいたるまでアンクツレとナサaレ派の

俺触tt. 究IVJ.:S れていない白アングルtオーゲァーベツクが．政治的ゐるいは宗教的な側，mに限らず多〈を

JHi していたとL寸1WJ .！ にもかかわらず．とL、うよりは．数年前．モントーパンのアンクル足術館の所1i.-&.1'J ,

t’納める仰＇Jt こ!Jf けられたカーテンの除から．アンダルが！＇If 似していたナザレilreO)#fl'/i の入った紙侠みが

205 



fig. 19 
ユリウス・シュノノレ・アオン・カロノレス7 エノレト

(7 イレンツェの眺め）ISJ9lf( Lb. 3) 
Julius Sc hnor r von Caro lsfeld ，日LI CK AUF Fl. OR I NZ, 1819 (Lb .. ¥) 
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‘a 

h 必仇色、E

、う iJr'.J. ！があるにもかかわらず．である 私O),; J偲が11：し

ければ．その火、I': はコルネリウスのお1//i であった コノレネリウスは 18J91f から18201 ！：まで．かたやシ A ノ

(fi g. 19, 

cat. 2）とアンクノレのサンタ ・マリア ・デッラ ・ゲイツトーリア教会とサンタ ・スザンナ教会の｜眺め）(fi g.20) 

を比較してみよう札，，r,rn iii',/: b＇こ．、＇，：主するf'.¥fyj( こJとい，ほとんと111Ji1 fl iに、l'-1 fに配附された桝か，111Jj 1f1iを

削から陶まで倣切る係 jι を，j；している m アンクルはζのモティーフを保々な炎化合つけて11'1 '1いた ，あるい

は，アンクツレの｛サン ・セパスティアーノの以｝と，フリードリヒ ・オリウ＇iエの ．オレウ rノCl)1fi) にJl泌す

るかなり思いきった断！＼＇化nm . またはアングルの｛サン ・ジロウーァンニ ・イン ・ラTi ーノ教会へt北〈メノレ
ラナ11nn の眺め）(fig2 1）と， 1819'.1 ，にオリウJ イエが制作した．特；とされてい今いとIH 、えサンティ ・シロ

ウアンニ・エ・パオロ！＼11 ’i；そのアフ、シスであることはJU l々 l’！々 ないわゆる（ill 術スケッチ）(fi !,!.22 ）セ比イI史して

みるかよい。1J,j{f ・111111 ともに．拘l封／，Iなl'.!.Wri 払・て’M'i かれているためu1Jvml 分カドl'・i( ti であるかの上うに押し広げ

られているものの. n い伽がモティーフとして｛叫IJ されているs liH 去にシユノルCl) 182 ・1{1 のふ11 V1 （ローマ．

サンタ ・サピーナJQt1: n とアンク〉レの｛サン ・メfエターノのパゥーィリ寸ンCl ）比えるウ f才・メf i 'Cl)/fl" l止d

を突き｛tわせてみれa: urn . その近判tl :(i 戸f定しがたL、ニJ1l,j 1:¥J ）山

となるのは．どのようにして柿11x ♂れたのかとL、うよとである。弘凡で(1, r. ：えは つしかない，それらの

モティーフIi . カメラ ・オフ「スクーうか， 180(;11 ＇に村『；ri:i ：’受けたカメラ ・ルザ圃ダ合Jll し、てfl 己えられたωであ
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がI.I 刊紙j/hl な継ぎ11. h¥Wr,,J へのjムがり. こういっ

たもの全てセまずは分け．糸姉し. ，；：.； 術的にドj川できるようになるためには‘これらのものをまずカメラの

のは．今のところ推定の械をII ＼ない しかし.R 守にとってどの上うに馴染みのない資であろうと，フリー

ドリヒさえもヵ：J..JiU ；｝のぷ摘に際して光ヴ：的till 助H ぞ/lJ いたこιしかも180 度の椀界守提供する風i止を＊

ンルとして．日正にI9flt 紀初l引のドレスデンにも人If ！の令パノラマ胤uとfJHl' して(J イ正していたのである山九

fig. 21 
ジ守ン＝オーギュスト＝ドミニク・アングル｛サン・ジョグァンニ・イン・

ラテラーノ教会へ統〈メノレラナ街道の眺め） 1810 年頃
j田 n Augusce-Dominique Ingres, BUCK AUF DIE VIA 
MERULANA AUF DIE SEITENFASSAOE VONS. GIOVANNI IN 

LArERANO, um 1810 

fig. 22 

7 リードリヒ・オリグイエ（！］！築スケッチ｛サンティ・ジョグァンニ・

エ・パオロ聖堂のアプシス））1819 年
FriedC1cl1 O livier, ARCHlrEKTONISCHE S町 ZZE (BLICK AUF DIE 

APS IS VON ss. GIOVANNI E PAO 凶）. 1819 

20 了
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か〈して最後に，以下のことを記憶に街めておかれたい。カメラの使用は，フリードリヒとシュノノレに等し

しあるi障の祝党の歪みそもたらした。この二人は，現象として花いに補い合っている。その結果，両ri- の

来摘は極端におh象化され，様式化され，二次元と三次元の感党が特殊に奇妙にせめぎあう，純粋な「｜

摘固となった。これら二つの知党の篠式の間の往復運動，日｜］ち， 一枚の作l引を平田であると同時に宅川

のイリュージョンとして受容したいと望みながら，双方の聞を行きつ戻りつする知党の熔らぎにおいてのみ

成功するという，こうした現象は司近代芸術の大半が備えている特質であると汁ーえる。この｜絞りにおいては

シュノノレの素摘もまた，その3芸術観の一貫した理怨主誌にもかかわらず．直接的な時／1¥J 体験への反応で

あり，ゆえにフリードリヒの素摘と同級に未来を指し示しているのである。

（静M,U{ :J詰l刻字）
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